
【取組内容①】 社会科の学習で，情報の収集と整理分析を相互参照できる工夫

広島市立牛田新町小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

１ ジャムボードを白紙共有し，教科書などから情報を収集する。

児童名

児童名だけは教師が入力しておく。
その際画面の左下に書いておくと
上のサムネイル画像を表示した際
にも名前が確認できる。

情報収集する際に，ジャムボードの
付箋の色を以下のように決めた。気
づきは，デフォルトの黄色を使った。
疑問を水色にしていることから子供
たちからどのような問が出されてい
るのかが把握しやすいという利点が
ある。

作業をしながら他者参照ができるの
で，友達が調べた情報を取り入れた
り，友達の表現方法を学んだりする
ことができる。取り組み始めた時に，
なかなか表現ができなかった児童も，
友達のを真似することで，できるよ
うになったという実績がある。

児童のまとめ方もそれぞれで，
矢印で関連付ける，付箋をグ
ルーピングするなど上達が見ら
れるようになっている。


